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箴言９ 第２２～２３章「未来はある」 

 

2018/10/24 聖書研究会 
 

１. 【箴言全体に響く中心的メッセージ】 

「1:7 主を畏れることは知恵の初め。」 

「23:17 罪人らのことに心を燃やすことはない／日ごと、主を畏れることに心を燃やすがよい。」 

 

２. 「22:6 若者を歩むべき道の初めに教育せよ。年老いてもそこからそれることがないであろ

う。」 

 ・幼いとき、少年青年時代の教育、過ごし方の大切さ。 

 「詩編 119:9 どのようにして、若者は／歩む道を清めるべきでしょうか。あなたの御言葉どお

りに道を保つことです。」 

  

３. 「22:19 あなたが主に信頼する者となるように／今日、あなたに教えを与えよう。」 

 ・主に信頼することは信仰の中心。人生の支え、また土台。 

 

４. 「22:22 弱い人を搾取するな、弱いのをよいことにして。貧しい人を城門で踏みにじっては

ならない。」 

「22:23 主は彼らに代わって争い／彼らの命を奪う者の命を、奪われるであろう。」 

・神は弱い人、貧しい人の擁護者である。 

 

５. 「22:28 昔からの地境を移してはならない／先祖の定めたものなのだから。」 

「23:10 昔からの地境を移してはならない。みなしごの畑を侵してはならない。」 

「23:11 彼らを贖う神は強く／彼らに代わってあなたと争われるであろう。」 

 ・土地は神のものであり、神から各人に提供された生活の基盤である。それを犯すことはかみ

への背きである。 

・ナボトのぶどう畑を取り上げたアハブ王と預言者エリヤの例。列王記上 21章 

 

６. 「23:18 確かに未来はある／あなたの希望が断たれることはない。」 

 ・現状だけを見ていれば失望に陥ることが多い。しかし神が備えておられる未来がある。 

 「詩編 37:37 無垢であろうと努め、まっすぐに見ようとせよ。平和な人には未来がある。」 

 「エレミヤ 29:11 わたしは、あなたたちのために立てた計画をよく心に留めている、と主は言

われる。それは平和の計画であって、災いの計画ではない。将来と希望を与えるものである。」 

「エレミヤ 31:17 あなたの未来には希望がある、と主は言われる。」 

 「テモテ一 6:19 真の命を得るために、未来に備えて自分のために堅固な基礎を築くようにと。」 
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ガリラヤ湖北岸の町、カファルナウムのシナゴーク（会堂）跡。 

 


